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九
州
工
業
大
学
助
教
授

山
口
大
学
文
理
学
部
助
教
授

九
州
大
学
大
学
院
博
士
課
程

九
州
大
学
大
学
院
修
士
課
程

同

九
州
大
学
大
学
院
博
士
課
程

編

集

後

記

す
で
に
会
員
の
皆
さ
ん
ご
存
知

の
通
り
、
名
誉
教
授
福
田
良

輔
先
生
が
、
旧
腫
十
二
月

一
日
ご
病
気

の
為
逝
去
さ
れ
た
。
先

生
は
終
戦
直
後
に
九
大
に
御
来
任
、
以
来

二
十
余
年
間
に
わ
た

っ
て
、
研
究
室
の
指
導
運
営
に
献
身
さ
れ
た
。
そ
の
学
問
お
よ

び
教
育
の
き
び
し
さ
と
、
脱
俗
無
垢
の
お
人
が
ら
は
、
今
も
語

り
ぐ
さ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
と
に
語
文
研
究
に
と

っ
て
は
、
先

生
は
、
文
字
通
り
の
生
み
の
親
で
あ

っ
た
。
万
般
を
思
う
に

つ

け
、
先
生
亡
き
今
、

一
つ
の
時
代
が
終

っ
た
、
と
の
感
は
ひ
と

し
お
深

い
の
で
あ
る
。
謹
ん
で
先
生
の
御
冥
福
を
御
祈
り
申
し

上
げ
る
。
な
お
次
号
は
、
福
田
先
生
追
悼
特
別
号
と
な
る
予
定
。

な
お
、
助
手
の
添
田
氏
は
九
月
末
日
を
以
て
山

口
大
学
文
理

学
部

へ
栄
転
、
後
任
は
安
田
博
子
君
で
あ

る
。
よ
ろ
し
く
御
援

助
を
願
う
。

本
号

の
論
文
も
、
若

い
方
々
が
主
で
あ
る
。
云
わ
で
も
の
事

だ
が
、
世
間
で
時
折

「九
大
の
学
風
」
と
呼
ぶ
の
を
耳
に
も
す

る
が
、
た
し
か
に
そ
う

い
う
も
の
が
か
な
り
以
前
か
ら
見
え
て

き
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
世
評
な
ど
気
に
か
け
る
必
要
は

毛
頭
な
い
け
れ
ど
、
よ
か
れ
あ
し
か
れ
、
そ
れ
も
三
○
号
を
越

え
た
こ
の
雑
誌
の
年
輪

の
力
と

い
う
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

(今
井

記
)
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